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Ｈ２３ ３年第二回基礎学力テスト
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（１）－３＋２＝－１

（２）８ｘ

（３）（２ｘ－１）（ｘ＋３）＝２ｘ
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４ｘｙ
＝２ｘｙ

２＋６ｘ－ｘ－３＝２ｘ

２

２＋５ｘ－３

（４）１本ｘ円のシャ－プペン３本と１個８０円の消しゴム１個が６００円より

安く買うことができた。

３ｘ＋８０＜６００

（５）点（１，２）を通り、直線ｙ＝－２ｘ＋１に平行な直線の式は

傾きが－２なので

２＝－２＋ｂ

ｂ＝４ よってｙ＝－２ｘ＋４

ｙ＝－２ｘ＋ｂとおくと

（６） この扇形のこの長さは ２π× ６× １２０
３６０

＝４π

（７）大小二つのさいころを同時に投げるとき

（８）

６× ６＝３６通り

出た目の数の和が９となるのは

３－６

半球の体積は
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起こりうるすべての場合は
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（９）ｙはｘに反比例し、そのグラフは点（６，２）を通るので

ｙ＝
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（１０）①

なので２番目に大きいのは

②
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（６）

（８）

（１０）

②
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（１）社会のテストで階級が２０点未満の度数は６

（２）社会のテストで範囲は

（３）理科のテストの平均は

（４）中央値は理科の方が大きい。など

４６－８＝３８

６７５÷ ２５＝２７．４点
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（１）１０ｘ＝４ｙ

２５ｘ＋２ｙ＝２４００

５０ｘ＋４ｙ＝４８００

５０ｘ＋１０ｘ＝４８００

あきらさんの歩く速さ分速８０ｍ

まりこさんの自転車の速さ分速２００ｍ

８００＝４ｙ

６０ｘ＝４８００

ｘ＝８０

ｙ＝２００



- 6 -

（２）

（３）ｋ＝３のとき

（１）点Ａのｘ座標が６のとき、

３＝

ｙ＝

ｋ＝１８

関数ｙ＝

１
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１

２

ｘ

× ６

２

１

２

２＝１８

ｘ２

－２，－１．０，１，２

６＝ｘ

－３≦ｘ≦２

０≦ｙ≦

Ａ（６，１８）

２ ｘ＝

９

２

６

のとき

＝２．４４９４８９

の５個
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（１）△ＦＢＥと△ＦＤＣにおいて

（２）∠ＡＤＢ＝４０° のとき

平行四辺形の向かい合う辺と角はそれぞれ等しいので

ＡＢ＝ＤＣ・・・・・・・①

∠Ａ＝∠ＤＣＦ・・・・・②

折り返しているので

ＡＢ＝ＢＥ・・・・・・・③

∠Ａ＝∠ＢＥＦ・・・・・④

①③より

②④より

対頂角より∠ＢＦＥ＝∠ＤＦＣ・・・⑦

⑥⑦と三角形の内角が１８０° であることにより

∠ＦＢＥ＝∠ＦＤＣ・・・・・⑧

⑤⑥⑧より一辺とその両端の角がそれぞれ等しいので

△ＦＢＥ≡△ＦＤＣ

∠ＥＤＢ＝４０°

よって∠ＡＤＥ＝８０°

錯角なので

ＢＥ＝ＤＣ・・・・・・・⑤

∠ＢＥＦ＝∠ＤＣＦ・・⑥

∠ＤＦＣ＝∠ＡＤＥ＝８０°

折り返しているので
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（３）仮定よりＡＤ＝ＢＤ・・・・・・・◎

折り返しているのでＡＤ＝ＤＥ・・・・①

平行四辺形の向かい合う辺なので

①②より

（１）より

③－④

⑤より△ＦＥＣは二等辺三角形である。

頂角∠ＥＦＣ＝１８０－８０＝１００

よって底角∠ＦＥＣ＝４０° ・・・・⑥

◎①より

よって△ＤＢＥは二等辺三角形

頂角∠ＢＤＥ＝４０° なので

底角∠ＢＥＤ＝７０° ・・・・・・・・・・⑦

⑥⑦より∠ＢＥＣ＝∠ＢＥＤ＋∠ＦＥＣ＝４０７０＋４０＝１１０°

よって∠ＢＥＧ＝７０°

ＢＤ＝ＤＥ

ＤＥ－ＤＦ＝ＢＣ－ＢＦ

ＡＤ＝ＢＣ・・・・②

ＤＥ＝ＢＣ・・・・③

ＤＦ＝ＢＦ・・・・④

ＥＦ＝ＣＦ・・・⑤


